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Abstract

Nautical charts include the names of shoals as hazards to be avoided during navigation and generally the 

names used locally are adopted. Shoals exist throughout Japan, but this paper focuses on the regional 

variations in the terminology used to refer to shoals in place names. This paper also explains the generally 

unfamiliar terms used to refer to shoals, such as “Sori,” “Mo,” “Sowai,” “Motare,” “Birashi,” “Berashi,” 
“Tako,” and “Heta.” Furthermore, regarding the term “reef” （礁）, which is found nationwide with various 

local pronunciations, this paper points out the possibility that the kanji character “礁” was later applied to 

these regional pronunciations based on their distribution.

1　はじめに
海上保安庁が刊行する航海用海図（以下「海
図」という．）には，航海上避けるべき危険物と
して浅瀬の地名が記載されており，原則として現
地において使用されている地名を採用している．
浅瀬の地名が記載されている箇所は孤立した岩場
の浅瀬のほか干出や小島もあり，航海において特
に注意が必要な箇所である．
日本近海には，古くから船乗りに使用されてい
る方言が元になった浅瀬の地名が多くあり，海図
に記載されている．陸上の突端の地名であれば，
その地形的特徴を示す呼称として語尾に「岬」や
「埼」若しくは「鼻」が付くように，浅瀬の地名
には，浅瀬の地形的特徴を示す多様な呼称が語尾
に付けられている．
例えば，語尾に付く浅瀬の呼称として，根

（ネ），曽根（ソネ），瀬（セ），堆（タイ），碆
（ハエ），沚（シ），磯（イソ），グリ，礁，ソワ
イ，ソワ，石（イシ），岩（イワ），ビラシ，出シ
（ダシ），ツガイ，喰合（くいあい），藻（モ），ア
サリ，黒ミ，モタレ，ヤマ等があり，それらの複
合した名称も存在している．これらの中のいくつ
かの浅瀬の呼称については，「日本近海における
浅瀬の名称についての一考察」（跡部，1966）で
解説されている．
こうした浅瀬の呼称については，日本全国普遍
的に分布しており，「瀬」や「礁」等のように，
一瞥してそれが浅所であることが分かるものもあ
るが，一般的に意味が分かりにくいものも多い．
本稿では，海図に記載されている地名のうち，広
域に分布する浅瀬の呼称に関する全国的な分布状
況について考察し，さらに一般的に意味が分かり
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にくい浅瀬の呼称について，今回意味や由来等が
判明したいくつかのものについて報告する．ま
た，浅瀬の呼称として全国に分布し，様々な呼び
方をされる「礁」についても考察を行う．
なお，海図は航海用として調製された主題図で
あり，刊行海域によっては図の縮尺に違いがある
ため，全ての浅瀬の名称を網羅しているわけでは
ない．

2　広域に分布する浅瀬の呼称
浅瀬の呼称の分布については，「海岸の地名　
礁，瀬戸等の分布（1）」（鏡味，1942）に海図や
「日本沿岸地名表」（水路部，1932）を利用して
「瀬」，「磯」，「碆」，「根」，「曽根」，「神」，「クリ」
の分布について，北海道など一部の地域（海域）
を除いて報告されている．
今回は，特に地域的に偏在する傾向が強く認め
られる「根」，「曽根」，「碆」，「グリ」が付く呼称

Fig. 1．Map showing distribution of the undersea feature names with “Ne”, “Sone”, “Bae” and “Guri” in Japan.
図 1．「根」，「曽根」，「碆」，「グリ」の全国の分布図．
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について，現在刊行されている海図に基づき改め
て全国の分布状況を示した（Fig. 1）．分布状況を
示すにあたり「根」，「曽根」，「碆」については，
海図の表記が漢字でないものや複合している呼称
（例：曽根グリ）については除いている．
「根」が付く浅瀬は，約 700 箇所，「曽根」，「碆」
が付く浅瀬は，それぞれ約 300 箇所，「グリ」が
付く浅瀬は約 250 箇所と比較的数が多く存在して
おり，いずれも広範囲に分布しているが，呼称に
より偏りがあることが分かる．
「根」は，主に北海道西側～本州南・東岸～南
方諸島に多く分布している．その他の海域では佐
渡島，瀬戸内海，南西諸島にもわずかな分布がみ
られるが，広範囲に集中した分布域はみられな
い．
「曽根」は，主に九州西岸～南西諸島に多く分
布している，その他の海域では，舞鶴湾や瀬戸内
海などにもみられるが，広範囲に集中した分布域
はみられない．
「碆」は，紀伊半島南岸～紀伊水道付近～四国
南岸～豊後水道付近～九州東岸に多く分布してい
る．その他の海域では九州北西岸，銚子沖，能登
半島，南西諸島，小笠原諸島などにもみられる
が，広範囲に集中した分布域はみられない．「碆」
は，「はえ」又は「ばえ」と呼称するが，佐伯湾
から宮崎県北部の海域においては，「碆」の代わ
りに「礁」や「硑」の字をあてて「ばえ」と読ま
せているものもある．
「グリ」は，本州北西岸に分布しており，特に
山口県角島付近～鳥取県美保湾～隠岐諸島，鳥取
県東部から福井県沿岸，七尾湾，佐渡島北西部，
粟島付近に多く分布している．その他の海域では
広範囲に集中した分布域はみられない．「礁」の
字をあてて「ぐり」と読ませているものもある．
この詳細については，後述する．
「グリ」の付く浅所の呼称では，鏡味（1942）
において，「唯 1つ磐城（常磐）の監屋岬（塩屋
埼）の近くに浅深礁（グリ）がある」と指摘され
ているが，現在の海図においては「浅深礁（しょ
う）」と修正されている．当時の海図においては

「浅深礁」の読みは確認できないが，「日本沿岸地
名表」（水路部，1932）においては「Asabuka 

Guri」の記載がみられる．この「浅深礁」の読み
の変遷の経緯については，資料等は残されていな
い．
このように，同じ浅瀬を示している呼称ではあ
るが，その呼称の分布域は，いくつかの例外はあ
るものの，地域性があることがわかる．

3　意味の分かりにくい浅瀬の呼称について
浅瀬の呼称については，地元の方言などに基づ
くものも多く，意味の分かりにくいものがある．
本稿ではそうした意味の分かりにくい語である
「ソリ」，「藻（モ）」，「ソワイ」，「ビラシ」，「ベラ
シ」，「モタレ」について解説を行う．また，浅所
の地名の語頭や語尾に付いて，形容詞としてその
位置を示している「タコ」と「ヘタ」についても
解説を行う．

3.1　「ソリ」
「ソリ」や「ゾリ」の付く呼称は北海道に特有
の浅瀬の表現である．これらは北海道全域に浅
所，暗岩，干出そして島の呼称として 10 数箇所
ほど存在しており，特に渡島半島から礼文島にか
けての北海道西部にみられる．「ソリ」は明治 36
（1903）年刊行の海図（海図第十一號）に既に記
載されている（Fig. 2）．「ソリ」の語源について
は，「北海道方言辞典」（石垣，1991）の「ソリ」
の項に「暗礁．ジンブとも言う．」との記載があ
り，また「松前・白神」にて採取された言葉であ
ることが記載されている．「松前・白神」付近に
おいては，現在，海図W22「北海道西岸南部諸
分図第 1-松前港付近」が刊行されており，この
中で「伝兵衛ゾリ」や「中ゾリ」などの浅所の呼
称をみることができる（Fig. 3）．前述の「北海道
方言辞典」に言及のあった「ジンブ」については
「北海道海岸部方言の共通語化（1）」（見野，
2004）に「暗礁，海中の岩．」との説明があり，
こちらは北海道の渡島半島東部にある「椴法華
（とどほっけ）」（現在の函館市恵山岬付近）にて



Koji KAWAI, Yasuhiro KOSO, and Tomoo FUJII

－ 120 －

採取された言葉であることが記載されているが，
この「ジンブ」に関しては海図への記載はみられ
ない．
また，漁業従事者が利用する地名についてまと
めた「渡島半島東岸部の漁業及び海事関係の語彙
について」（橋本，2012）には「カジカソリ」を
例に，＜カジカ（鰍）：名詞＋ソリ（暗礁）：名詞
＞との説明があり，地形の特徴から名付けられた
と考えられ，アイヌ語に由来するものではないと
報告されている．また，アイヌ語には「ソリ」と
いう語やそれに近い音の語で暗礁の意味を表す語
彙が見つからないこと，また，この語彙が採取さ
れた松前という土地柄を踏まえると，「ソリ」が
アイヌ語を起源とする可能性は低いと考えられる
（吉川佳見研究主査・北海道立博物館，私信）．

3.2　「藻（モ）」
「藻（モ）」は，瀬戸内海一帯に多く見られる呼
称であり，50 箇所ほど存在している．これらは，
水中に生ずる藻類，海藻，水草などの称であり，
岩礁の状態がそのまま呼び名になったものと思わ
れる．その他，末尾に「モ」が付いている呼称と

して「ガラモ」，「シヅモ」等がある．

3.3　「ソワイ」
「ソワイ」や「ゾワイ」は瀬戸内海の香川県の
小豆島から広島県尾道市の海域を中心に集中して
おり，50 箇所ほど存在している．広島県東部周
辺では「ソワイ」の「イ」を省略して「ソワ」と
呼んでいる．これらについては，他の海域にはみ
られない浅瀬の呼称である．「ソワイ」は明治 39
（1906）年刊行の海図（海図第百三十七號甲）に
は「soai」の表記でそのいくつかが記載されてお
り，昭和 3（1928）年刊行の海図（海図第 137 號
A）以降はカタカナ表記で記載されている（Fig. 

4）．「日本の地名　付・日本地名小辞典」（鏡味，
1964）においては，「ソワイ」は「暗礁」との記
載があるが，それ以上の説明は無く，また同書で
は海図にも掲載がある「百間ゾワイ」や「カタビ
ラゾワイ」などが例として紹介されている．ま
た，鏡味（1942）においても「ソワイ」は岡山，
香川両県間の瀬戸内に多く分布し，そのほとんど
が暗礁である旨指摘されている．

Fig. 2．“Sori” on the Japanese Chart No.11 （published in 1903）.
図 2．海図第十一號（明治 36（1903）年刊行）に記載された「ソリ」．
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3.4　「ビラシ」，「ベラシ」
「ビラシ」や「ベラシ」は三重県の志摩市南部
から和歌山県の北牟婁郡紀北町の沿岸部に 30 箇
所ほど存在する浅瀬の呼称であり，これ以外の地
域には全くみられないものである．「ビラシ」は
明治 36（1903）年刊行の海図（海図第七十六號）
には既に記載されている（Fig. 5）．「ビラシ」に

関しては三重県南勢町からの地名調書（南勢町，
1963）において「海底が広い瀬のこと」との説明
がある．また，「ベラシ」に関しては，三重県海
山町からの地名調書（海山町，1963）において古
老の話として，「暗礁のことを「ヒラセ（平瀬）」
と呼んでおり，この「ヒラセ（平瀬）」が訛って
「ベラシ」となったのではないか．」との説明があ

Fig. 3．“Denbei Zori” and “Naka Zori” on the Japanese Chart W22 （published in 2009）.
図 3．海図W22（平成 21（2009）年刊行）に記載された「伝兵衛ゾリ」と「中ゾリ」．

Fig. 4． “Soai” on the Japanese Chart No.137A （published in 1906） and “Sowai” on the Japanese Chart No.137A 
（published in 1928）.

図 4． 海図第百三十七號甲（明治 39（1906）年刊行）に記載された「soai」及び海図第 137 號 A（昭和 3（1928）
年刊行）に記載された「ソワイ」．
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る．「平瀬」については，地元でも「シラシ」，
「ビラシ」など訛って呼ばれていたようであり，
これらが浅瀬の呼称として定着していったものと
考えられる．

3.5　「モタレ」
「モタレ」は千葉県の銚子港沖やいすみ市沖に
集中して 10 箇所ほど存在している浅所の呼称で
ある．「モタレ」は，昭和 8（1933）年刊行の海
図（海図第 87 號）から銚子港沖及びいすみ市沖
ともに記載が確認できる（Fig. 6）．また「モタ
レ」は，「日本近海における浅瀬の名称について

の一考察」（跡部，1966）では字義が明らかでは
ないとされている．しかし，千葉県夷隅郡岬町か
らの地名調書（岬町，1962）に「「モタレ」はそ
の位置を知るために陸上に一定の目標になる，主
として高い山などを選んでその目標を二方向にお
き，その目標から直線を引きその交差を出す方法
を意味する．一定の目標に「モタレる」という
意．」との説明がある．これを踏まえると，「モタ
レ」は，陸上の目標から浅瀬の位置を導くことが
由来となる呼称として捉えることができ，「出シ」
や「ツガイ」あるいは「喰合（くいあい）」と同
類であると考えられる．

Fig. 5．“Birashi” on the Japanese Chart No.76 （published in 1903）.
図 5．海図第七十六號（明治 36（1903）年刊行）に記載された「ビラシ」．
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3.6　「タコ」と「ヘタ」
「タコ」と「ヘタ」は，浅所そのものを示す言
葉ではなく，形容詞として浅所の位置を示す言葉
である．鹿児島県宝島の北西方に，「中ノ曽根タ
コ」および「五号曽根タコ」という海底地形とし
ては堆に分類される浅所の名称がみられる．これ
らは 1986 年に開催された第 13 回海洋地名打合わ
せ会において決定された海底地形名であり（海上
保安庁海洋情報部），その名称の由来としては
「地元慣習名」と記載があるが，意味等について
の言及は無い．この「タコ」という表現について
は，「大正期の鹿児島県におけるカツオ漁業の操
業実態」（林，2011）に，「ヘタはソネに向かって
オカ又は陸地のある方向を指し，タコはソネに面
した時のオキの方向を指す」との記載があり，さ
らに林（2011）には，「明治四十三年度鹿児島縣
水産試塲事業報告」からの引用として，「所謂タ
コトハタカ（高）ノ訛リタルモノニシテ何々瀬ノ
タコトハ即チ上流ニ位スル所ヲ呼ブモノナリ」と
の記載がある．これを「中ノ曽根タコ」および
「五号曽根タコ」にあてはめて考えると，「中ノ曽
根タコ」及び「五号曽根タコ」にはそれぞれ対と
なる「中ノ曽根」及び「五号曽根」が存在してお

り，吐噶喇群島を陸側と考えると，「中ノ曽根タ
コ」及び「五号曽根タコ」は「中ノ曽根」及び
「五号曽根」のそれぞれ沖側にあり，「タコ」の説
明と整合している（Fig. 7）．
また，「ヘタ」については，海図には語尾に

「ヘタ」の付く浅瀬の地名はみられないが，「ヘタ
ノ舵掛」や「ヘタノトー瀬」など，語頭に「ヘ
タ」の付く地名がいくつもみられる．これらの
「ヘタ」の付く浅瀬の地名は「ヘタノ舵掛」では
「沖ノ舵掛」，「ヘタノトー瀬」では「沖ノトー瀬」
というように語頭に「沖」の付く地名と対になっ
て現れることがある．これらの位置関係は，「ヘ
タ」の付く浅瀬は，「沖」の付く浅瀬のいずれも
陸側に存在しており，前述の「ヘタはソネに向
かって陸地のある方向」という説明と整合的であ
ると考えられる．

4　「礁」の読みについて
「礁」の付く浅瀬の地名は全国で 300 箇所ほど
みられるが，その読み方については，多様であ
る．「礁」の文字の読みについては，漢和辞典に
よると「しょう」と「せう」との読みが記載され
ているが（旺文社，1987），浅瀬の呼称に現れる

Fig. 6．“Motare” on the Japanese Chart No.87 （published in 1903）.
図 6．海図第 87 號（昭和 8（1933）年刊行）に掲載された「モタレ」．
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「礁」の読みはそれだけに止まらない．もちろん
「礁」と書いて「しょう」と読む浅瀬の地名は最
も多く 110 箇所ほど存在している．2番目に多い
のは，「礁」と書いて「ぐり」と読む浅瀬の地名
であり，その数は「しょう」とほぼ同じく 100 箇
所ほど存在している．他に目立つところでは，
「ばえ」，「せ」，「べ」の読みがそれぞれ 10 箇所程
度あり，他に「いそ」，「そわい」が数箇所みられ
る．また，「いし」，「いわ」，「ざ」，「じま」，「ぞ
ね」，「ね」という読み方もわずかではあるが存在
する．「礁」の字を用いているが読みが不明な浅
所は 20 箇所ほど存在している．
これら，「礁」の全国の読み方について，日本
地図に表示したものを Fig. 8 に示す．
まず「しょう」と読む浅瀬については，全国的
にみられるものの，日本海側においてはほぼみら

れず，能登半島に 2箇所みられるのみである．こ
の「しょう」の読みについては，概ね日本の太平
洋側全体及び瀬戸内海に分布しているといえる．
一方，日本海側に多くみられるのは「ぐり」の
読みであり，これは山口県西部から福井県西部の
日本海側の区域および能登半島に集中しており，
太平洋側には北海道に 1箇所あるのみである．
元々「ぐり」と読む浅瀬の呼称は前述のとおり
日本海側を中心に 300 箇所以上みられるものであ
るが，そのうち 50 箇所程度に当てはめられてい
る「礁（ぐり）」は「グリ」とその分布域をほぼ
同じくしているものの，「礁（ぐり）」は特に能登
半島，福井県小浜湾，隠岐諸島，山口県北部に多
くみられる．
そこで，明治時代の古海図により能登半島にあ
る七尾湾（海図第百二十一號）及び隠岐諸島（海

Fig. 7．Map showing the location of “Gogosone Tako” and “Nakanosone Tako”.
図 7．「五号曽根タコ」と「中ノ曽根タコ」の配置図．
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図第百二十四號）の浅瀬の呼称について記載内容
を調査した．Fig. 9 に，七尾湾の明治 24（1891）
年 12 月刊行の海図と明治 39（1906）年 3 月刊行
の海図を比較したものを Fig. 10 に，隠岐諸島の
明治 26（1893）年 1 月刊行の海図と明治 36
（1903）年 12 月刊行の海図を比較したものをそれ
ぞれ示す（なお，隠岐諸島においては，海図の番
号は同じであるが，明治 26（1893）年刊行海図
の標題は「隠岐列島」，明治 36（1903）年刊行海

図の標題は「隠岐全島」である）．七尾湾におい
て，明治 24（1891）年の海図に「グリ」と記載
されている浅瀬が，明治 39（1906）年の海図で
は「礁」に複数箇所で置き換わっている．また，
隠岐諸島の海図も同様に明治 26（1893）年 7 月
刊行海図では，「グリ」と記載されていた浅瀬が，
明治 36（1903）年 12 月刊行海図では，「礁」に
複数箇所で置き換わっていることが確認できた．
また「グリ」の読みについては，七尾湾において

Fig. 8．Map showing distribution of the undersea feature names with kanji character “礁” in Japan.
図 8．礁の読みに関する全国の分布図．
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「長グリ」が「長礁」と置き換わった際，その
ローマ字表記は「Naga Guri」とされている．ま
た隠岐諸島においても，「大グリ」，「堺グリ」が
それぞれ「大礁」，「堺礁」と置き換わった際，そ
のローマ字表記は「O Guri」，「Sakai Guri」とそ
のまま残されている．こうしたことから，「グリ」
から「礁」への変更の際，読みはそのまま残され
たものと考えられる．
これらのことから，当時の海図を刊行していた
海軍水路部が，明治 30（1897）年前後から海図
の刊行に併せて，意図的に「礁」に置き換える方
針があったのではないかと推察できる．地名はも
とより，海図の表現方法も大きく変わっており，
この間に海図記載事項の統一を図った可能性があ
る．
「礁」の全国での読みに戻ると，「ばえ」，「せ」，

「べ」について，「ばえ」は紀伊半島南岸から九州
東岸にかけての太平洋側に分布している．「せ」
については，7箇所を確認できるが，そのうちの
4箇所が宮崎県延岡市の島浦島周辺に集中してい
る．「べ」はこれも宮崎県延岡市の北浦港付近の
ごく限られた区域に集中しており，8箇所確認で
きる．
このように「礁」のつく浅瀬は全国に分布して
いるが，その読みについては，地域で呼称してい
る表現となっており，また「ぐり」，「ばえ」の分
布は前述の分布に類似している．こうしたことか
ら地名の「礁」とその読みの関係については，地
域で呼称されている読みに，浅瀬の意味を持つ
「礁」の漢字を当てはめたことが考えられる．さ
らに，現地調査から取得した漢字を使用したもの
と海軍水路部の表現の統一によるものの両方が考

Fig. 9．Comparison of Japanese Nautical Charts No.121 （Nanao Wan） from1891 and 1906.
図 9．海図第百二十一號（七尾湾）の明治 24（1891）年と明治 39（1906）年の比較．
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えられるが，明治時代の海図記載内容の変遷やそ
れに関する資料を詳しく調査することで，当時の
海図への浅所の名称の表記についての説明が可能
になるであろう．

5　おわりに
海図には様々な地方の表現に基づく地名が掲載
されている．今回は海図に掲載されている浅瀬の
名称の分布状況を調査し，また，一般的に意味が
分かりにくい浅瀬の名称について，意味が判明し
たものいくつかの解説や文献の紹介などをおこ
なった．
浅所の名称については航海や漁業に欠かせない
ものであると同時に，その地方の方言による表現
を色濃く残しており，跡部（1966）にもあるとお
り，我が国民族史を考察するための貴重な資料と

なりうるものと考えられる．こうした海図に記載
する地名の意味や地域性について，可能な限り把
握して伝えていくことは重要と考える．
本稿を通して，少しでも浅瀬の呼称に関心が向
けられれば幸いである．
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Fig. 10．Comparison of Japanese Nautical Charts No.124 （Oki Shoto） from1893 and 1903.
図 10．海図第百二十四號（隠岐諸島）の明治 26（1893）年と明治 36（1903）年の比較．
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要　　旨
海図には，航海上避けるべき危険物として浅瀬
の地名が記載されており，原則として現地におい
て使用されている地名を採用している．浅瀬は全
国に存在するが，本稿では，地名にみられる浅瀬
呼称の地域性について示した．また本稿では，浅
瀬の呼称として使用されている「ソリ」，「藻
（モ）」，「ソワイ」，「モタレ」，「ビラシ」，「ベラ
シ」，「タコ」，「ヘタ」という一般的に意味が分か

らない呼称について解説を行った．また，浅瀬の
呼称として全国に分布し，様々な呼び方をされる
「礁」については，その分布から地域で呼称され
ている読みに，後に「礁」の漢字を当てた可能性
について指摘した．


